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浮
か
ん
だ
。

「祖
国
と
は
、
国
語
だ
。
そ
れ

ヨ
ル「
似外の何ものでもない」
（「告白と呼

Ｅ

Ｆ

誼
」
）
。
言
葉
を
使
う
会
話
は
人
間
が
人
間

′
　
で
あ
る
こ
と
の
根
源
的
な
証
し
な
の
だ
。
そ

・卜
／

中　
の
会
話
の
主
要
な
場
の

一
つ
が
、
一
日
数
回
、

一竜
町
っ
生
き
て
い
る
限
り
誰
も
が
と
る
食
事
の
時
で

‘一ル
）

あ
る
。
会
話
の
重
要
性
を
熟
知
す
る
著
者
ら

ジ̈
　
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
境
遇
に
あ
る
人
た
ち
の
「共

豊

　ヽ
　
食

・
孤
食
」
の
実
体
、
役
割
を
明
ら
か
に
し

、ヽ
ノ
　
　
　
′
一ｏ

た

ノ■
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■‐
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=ヨ

食
事
取
り
巻
く

「環
境
」
の
大
切
さ

で
つ
な
が
る
こ
と
も
で
き
る
。

「気
持
ち
の

共
食
と
共
感
」
が
生
ま
れ
る
食
事
の
大
切
さ

に
気
づ
く
。

著
者
ら
は
、
東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
宮

城
県
南
三
陸
町
に

「お
ず
お
ず
」
と
入
る
。

や
が
て
地
元
の
栄
養
士
や
保
健
師
、
被
災
者

ら
と
協
働
で

「生
死
ぎ
り
ぎ
り
の
避
難
所
で

の
か
ら
だ

。
心

・
く
ら
し

。
地
域
や
環
境
に

ぴ

っ
た
り
あ

っ
た

『
共
食
会
』
活
動
」
に
奔

走
す
る
。
こ
の
活
動
は
、
そ
の
後
の
災
害
地

に
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
。

共
食
＝
善
、
孤
食
＝
悪
と
捉
え
ら
れ
か
ね

な
い
表
現
が
気
に
な

っ
た
が
「実
践
現
場
（個

〓之

人
、
家
族
や
身
近
な
人
、
地
域
や
国
全
体
、
　

一孝

世
界
の
国
々
）
の
日
常
の
営
み
の
中
で
、
検
　
一田
・

証
し
、
評
価
」
す
る
活
動
は

一
貫
し
て
い
る
。
　

一屈

混
沌
と
し
た
時
代
を
切
り
開
く
実
践
の
手
引

き
と
し
て
格
好
の
書
で
あ
る
。

（女
子
栄
養
大
学
出
版
部

・
２
７
５
０
円
）
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足
立
氏
は
女
子
栄
養
大

。
名
古
屋
学
芸
大

名
誉
教
授
。衛
藤
氏
は
女
子
栄
養
大
准
教
授
。

著
者
の
半
世
紀
に
及
ぶ

「共
食

・
孤
食
」

の
実
践
、
研
究
に
向
き
合
う
精
力
的
な
活
動

に
圧
倒
さ
れ
た
。
本
書
を
読
み
返
し
な
が
ら
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
思
想
家
シ
オ
ラ
ン
の

一
句
が

本
書
は
こ
れ
ま
で
の
栄
養
指
導
は

「栄
養

素
摂
取
中
心
」
で

「人
間
の
精
神
的
な

ニ
ー

ズ
や
行
動
を
後
ま
わ
し
に
し
た
」
と
す
る
。

代
わ

っ
て
食
事
を
取
り
巻
く

「環
境
の
多
様

性
、
多
層
性
、
多
重
性
」
に
目
を
向
け
る
。

体
調
や
気
分
の
良
し
あ
し
、
食
欲
の
有
無
、

食
材
や
料
理
の
好
み
、
食
事
の
場
所
、
食
事

を
共
に
し
た
人
と
の
関
係
性
等
で
あ
る
。

こ
う
し
た
食
事
を
巡
る
事
情
は
、
人
に
よ

っ
て
異
な
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
本
書
は
そ

の
違
い
を
調
整
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
見
合

っ
た

共食と孤食

50年の食生態学研究から未来ヘ

足立己幸編著、衛藤久美著

北
（食
）と

・ム

や
ヽ

血
フ

ィ
ュ

食
事
の
提
供
に
配
慮
す
る
新
た
な
栄
養
指
導

を

「人
間
食

べ
る
こ
と
学
」
と
呼
ぶ
。
多
く

の
場
合
、
私
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
多
様
性
に

気
づ
く
の
は
、
共
食
者
と
の
会
話
を
介
し
て

で
あ
る
。
だ
が

「会
話
の
な
い
共
食
」
も
あ

る
の
だ
。
外
形
は
孤
食
で
も
、
素
材
の
生
産

者
、
調
理
者
に
思
い
を
は
せ
、
オ
ン
ラ
イ
ン


